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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第２四半期の業績（2019年４月１日～2019年９月30日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 945 16.0 27 ― 27 ― 21 ―

2019年３月期第２四半期 814 19.3 △11 ― △12 ― △13 ―
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第２四半期 9.51 8.90

2019年３月期第２四半期 △5.80 ―

(注)2019年３月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しているものの、

１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。
　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 1,353 1,174 86.5

2019年３月期 1,473 1,145 77.5

(参考) 自己資本 2020年３月期第２四半期 1,171 百万円 2019年３月期 1,142 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2020年３月期 ― 0.00

2020年３月期(予想) ― 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2020年３月期の業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,420 23.7 166 112.9 166 118.7 112 90.9 48.77

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料Ｐ．８「２．四半期財務諸表及び主な注記(４)四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財

務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期２Ｑ 2,312,500株 2019年３月期 2,306,000株

② 期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 66株 2019年３月期 21株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 2,307,916株 2019年３月期２Ｑ 2,303,670株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。

　（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）

当社は、2019年11月15日（金）に機関投資家・アナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。当日使用する

決算説明資料は、開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間（2019年４月１日～2019年９月30日）におけるわが国経済は、政府による経済政策や日

銀の金融緩和策等により、雇用・所得面での改善が見られる一方で、海外においては、米国の貿易政策等による

不確実性の高まりにより、景気の先行きについては不透明な状況となっております。

　当社が事業を展開するインターネット広告市場は好調に推移しており、広告のインターネットメディアへのシ

フトが続いており、インターネット広告のうち運用型広告は主流となってきております。また、当社が注力して

まいりましたインターネットを活用した求人広告市場につきましても、引き続き高く推移している有効求人倍率

が後押しとなり、運用型広告が拡大していくと考えられます。

このような事業環境の下、当社は、「ジョブオレ」の連携メディアを増やす開発等を行い、『pinpoint及びその

他運用型広告』の更なる拡大と推進を図ってまりました。

　また、自社メディアであります、『らくらく連絡網』、『ガクバアルバイト』、『らくらくアルバイト』にお

きましては、機能の拡充とサービスの充実を通じて、会員の獲得に努めてまいりました。

　その結果、「らくらく連絡網」の2019年９月末時点の会員数は685万人（前年同期比1.7％増）、アプリ会員数

は200万人（前年同期比18.0％増）、有効団体数は38万団体（前年同期比1.0％増）、「ガクバアルバイト」の当

第２四半期累計期間における新規登録者数は８万人（前年同四半期比8.1％増）、「らくらくアルバイト」の2019

年９月末時点の会員数は162万人（前年同期比13.8％増）となっております。

以上の結果、当第２四半期累計期間の売上高は945,297千円（前年同四半期比16.0％増）、営業利益は27,953千

円（前年同四半期は11,354千円の営業損失）、経常利益は27,632千円（前年同四半期は12,210千円の経常損失）、

四半期純利益は21,940千円（前年同四半期は13,361千円の四半期純損失）となりました。

なお、当社は、「インターネットメディア関連事業」の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省

略しております。

また、当第２四半期累計期間のサービス別の販売実績を示すと、次の通りであります。

サービスの名称

当第２四半期累計期間
（自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日）

販売高（千円） 前年同期比（％）

らくらく連絡網 55,277 △5.1

ガクバアルバイト 91,098 10.9

らくらくアルバイト 56,142 △36.5

pinpoint及びその他運用型広告 637,718 37.3

その他 105,060 △13.5

合計 945,297 16.0

(注)上記金額には、消費税等が含まれておりません。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期会計期間末における資産は1,353,982千円となり、前事業年度末に比べて119,663千円（8.1％）減

少いたしました。これは主として、現金及び預金が33,904千円増加、ソフトウエア仮勘定が27,372千円増加した

ものの、売掛金が169,392千円減少したことによるものであります。

（負債）

当第２四半期会計期間末における負債は179,446千円となり、前事業年度末に比べて149,011千円（45.4％）減

少いたしました。これは主として、前受金が12,276千円増加したものの、買掛金が105,822千円減少、未払消費税

等が17,551千円減少、１年内償還予定の社債が15,000千円減少、未払金が12,882千円減少したことによるもので

あります。
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（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産は1,174,536千円となり、前事業年度末に比べて29,348千円（2.6％）

増加いたしました。これは主として、四半期純利益の計上に伴い利益剰余金が21,940千円増加したことによるも

のであります。

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」といいます。)は、694,944千円となり、前事

業年度末に比べ33,895千円増加しました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により獲得した資金は105,275千円(前年同四半期比107.5％増)となりました。これは主に、仕入債

務の減少額105,822千円があったものの、売上債権の減少額169,392千円、減価償却費49,318千円があったこと

等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により使用した資金は63,327千円(前年同四半期は257,368千円の獲得)となりました。これは主に、

無形固定資産の取得による支出61,882千円があったこと等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により使用した資金は8,052千円(前年同四半期比74.8％減)となりました。これは主に、新株予約権

行使による株式の発行による収入7,482千円があったものの、社債の償還による支出15,000千円があったこと等

によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年３月期通期の業績予想につきましては、2019年５月15日に公表しました予想に変更はありません。

なお、本日（2019年11月14日）付けで「2020年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績の差異に関するお

知らせ」を公表しておりますのでご参照ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 761,049 794,953

売掛金 312,275 142,882

その他 11,633 13,266

貸倒引当金 △1,561 △571

流動資産合計 1,083,397 950,530

固定資産

有形固定資産 7,878 6,074

無形固定資産

ソフトウエア 247,338 235,304

ソフトウエア仮勘定 45,291 72,664

無形固定資産合計 292,629 307,968

投資その他の資産

繰延税金資産 76,214 76,214

その他 17,544 17,618

貸倒引当金 △4,471 △4,471

投資その他の資産合計 89,287 89,361

固定資産合計 389,795 403,403

繰延資産 453 47

資産合計 1,473,646 1,353,982
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(単位：千円)

前事業年度
(2019年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2019年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 182,926 77,104

1年内償還予定の社債 20,000 5,000

未払法人税等 7,510 12,419

その他 118,021 84,922

流動負債合計 328,458 179,446

負債合計 328,458 179,446

純資産の部

株主資本

資本金 734,116 737,857

資本剰余金 677,038 680,779

利益剰余金 △268,638 △246,698

自己株式 △43 △117

株主資本合計 1,142,474 1,171,822

新株予約権 2,713 2,713

純資産合計 1,145,188 1,174,536

負債純資産合計 1,473,646 1,353,982
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（２）四半期損益計算書

第２四半期累計期間

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 814,855 945,297

売上原価 461,934 557,863

売上総利益 352,920 387,434

販売費及び一般管理費 364,274 359,480

営業利益又は営業損失（△） △11,354 27,953

営業外収益

受取利息 42 13

雑収入 134 129

営業外収益合計 176 142

営業外費用

支払利息 70 6

社債利息 53 10

支払手数料 227 41

社債発行費償却 681 405

営業外費用合計 1,032 463

経常利益又は経常損失（△） △12,210 27,632

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △12,210 27,632

法人税等 1,151 5,692

四半期純利益又は四半期純損失（△） △13,361 21,940
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△12,210 27,632

減価償却費 49,337 49,318

社債発行費償却 681 405

貸倒引当金の増減額（△は減少） 862 △989

受取利息 △42 △13

支払利息及び社債利息 123 16

売上債権の増減額（△は増加） 76,410 169,392

前払費用の増減額（△は増加） 1,042 △1,762

仕入債務の増減額（△は減少） △32,774 △105,822

未払金の増減額（△は減少） △7,657 △12,489

未払消費税等の増減額（△は減少） △17,725 △17,551

前受金の増減額（△は減少） 12,225 12,276

その他 △2,263 △13,597

小計 68,010 106,815

利息の受取額 42 13

利息の支払額 △123 △18

法人税等の支払額 △17,190 △1,534

営業活動によるキャッシュ・フロー 50,738 105,275

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000 △100,008

定期預金の払戻による収入 405,000 100,000

有形固定資産の取得による支出 △914 △1,216

無形固定資産の取得による支出 △46,801 △61,882

敷金及び保証金の回収による収入 85 ―

敷金及び保証金の差入による支出 ― △220

投資活動によるキャッシュ・フロー 257,368 △63,327

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △4,314 ―

新株予約権の行使による株式の発行による収入 2,077 7,482

自己株式の取得による支出 △43 △74

社債の償還による支出 △25,000 △15,000

リース債務の返済による支出 △4,714 △459

財務活動によるキャッシュ・フロー △31,995 △8,052

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 276,112 33,895

現金及び現金同等物の期首残高 385,603 661,049

現金及び現金同等物の四半期末残高 661,715 694,944
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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